
　カキ 発生程度別基準

　 ・カメムシ類は、発生を認めなかった(平年並)。　　　　　　　　

　 ・ハマキムシ類は、発生を認めなかった。

カキ巡回調査結果（１００葉、５０果、５０新梢調査）　
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京都市西京区　① 53.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　　　〃　　　② 54.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　　　〃　　　③ 21.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Ｒ２年 42.7 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

平年（例年）比 多 並 － － 並 並 並 並 並 （並） （並） 並 並 － －

平　年 15.8 100.0 － － 0.03 0.0 3.3 0.1 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 － －

Ｒ元年 26.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３０年 4.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

２９年 7.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

２８年 17.7 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

２７年 11.3 100.0 － － 0.0 0.0 0.0 0.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 － －

２６年 28.0 100.0 － － 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － －

２５年 44.3 100.0 － － 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 － －

２４年 7.0 100.0 － － 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 － －

２３年 2.0 100.0 － － 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 － －

２２年 10.0 100.0 － － 0.3 0.0 33.3 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 － －

うどんこ病 炭疽病 カキクダアザミウマ カイガラムシ類 ハダニ類 カメムシ類 ハマキムシ類

調査日：令和２年６月１５日

 　・うどんこ病の発生は、平年比多かった。

 　・炭疽病は、発生を認めなかった。

　 ・カキクダアザミウマは、発生を認めなかった(平年並)。　　　　　　　　

　 ・カイガラムシ類は、発生を認めなかった(平年並)。　　　　

　 ・ハダニ類は、調査では発生を認めなかった（例年並）が　　　　　　　　

　　 調査外で③の園において新梢での発生を認めた。　　　　　　　　

病害虫名 調査項目 無 少 中 多 甚 
うどんこ病、落葉病 発病葉率(％) 0 １～１０ １１～３０ ３１～５０ ５１以上 
炭疽病 発病新梢(果)率(％) 0 １～２ ３～５ ６～１０ １１以上 
チャノキイロアザミウマ 

カキクダアザミウマ 
ハマキムシ類 
カメムシ類 
カキノヘタムシガ 

カイガラムシ類 

被害葉(果)率(％) 0 １～２ ３～５ ６～１０ １１以上 

ハダニ類 寄生葉率(％) 0 １～１５ １６～３０ ３１～４５ ４６以上 


